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【中央教育審議会総会（第１２２回）の開催について】 

 

●日 時：平成３１年２月２０日（水）午後２時から３時３０分 

●場 所：文部科学省「第二講堂」（旧庁舎６） 

 

【参考】 

●今野校長の略歴 

・住所：気仙沼市本吉町 

・氏名：今野 享子（こんの きょうこ） 

・年齢：５７歳 

・職歴：気仙沼市立気仙沼中学校長（Ｈ３０．４．１～現在） 

気仙沼教育事務所指導主事（Ｈ２９．１０．１０～Ｈ３０．３．３１） 

    南三陸教育事務所指導主事（Ｈ２８～２９．１０．１０） 

    気仙沼市立小泉中学校長（Ｈ２６～２７） 

    宮城県総合教育センター指導主事（Ｈ２５） 

    宮城県教育研修センター指導主事（Ｈ２３～２４） 

          

●中央教育審議会について（別紙１） 

●第１０期中央教育審議会委員名簿（別紙２） 

■ この度，第１０期中央教育審議会委員に全国から２９名が任命され，その中の１人

に気仙沼中学校の今野享子校長が選ばれました。 
 
■ 全国の公立小・中学校の教員から唯一選ばれています。 
 
■ 審議会の主な所掌事務は，文部科学大臣の諮問に応じて，教育の振興及び生涯学習

の推進等に関する重要事項を調査審議し，文部科学大臣に意見を述べることです。委

員は文部科学大臣が任命し，任期は２０２１年２月１４日までの２年間です。 

記者発表資料 

平成３１年２月１９日（火） 

教育委員会学校教育課（指導係） 

担当：熊谷（22-3441） 

今野享子気仙沼中学校長が中教審委員に任命されます 
―全国の公立小・中学校の教員から唯一選出― 



【別紙１】 中央教育審議会について

分科会・部会の名称 所掌や主な審議事項

教育制度分科会 （所掌）
・教育改革や地方教育行政制度に関する重要事項

生涯学習分科会 （所掌）
・生涯学習に係る機会の整備に関する重要事項
・社会教育の振興に関する重要事項
・視聴覚教育に関する重要事項
・青少年の健全な育成に関する重要事項

（主な審議事項）
・人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について審議

初等中等教育分科会 （所掌）
・初等中等教育の振興に関する重要事項
・初等中等教育の基準に関する重要事項
・学校保健、学校安全及び学校給食に関する重要事項
・教育職員の養成並びに資質の保持及び向上に関する重要事項

（主な審議事項）
・新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校にお
ける働き方改革に関する総合的な方策について審議

大学分科会 （所掌）
・大学及び高等専門学校における教育の振興に関する重要事項

（主な審議事項）
・高等教育の在り方やそれを実現するための制度改正の方向性など、我が国の高等教
育に関する将来構想について審議
・専門職大学院に関する諸課題について、法科大学院教育の改善等について審議

教育振興基本計画
部会

（所掌）
・教育振興基本計画の策定及び円滑な実施に必要な意見を述べること。

（答申）
・平成３０年３月に「第３期教育振興基本計画について」答申。

地方文化財行政に関
する特別部会

（主な審議事項）
・地方文化財行政に係る地方行政組織の在り方

１ 設置
文部科学省に設置されている大臣の諮問機関（政令に基づき設置）。委員は文部科学大臣が任命。
1952年に設置。その後、2001年に中央省庁の再編に伴い、新たな組織としてスタート。

２ 審議会の主な所掌事務
文部科学大臣の諮問に応じて，教育の振興及び生涯学習の推進等に関する重要事項を
調査審議し，文部科学大臣に意見を述べること（答申）。

３ 構成
（１）委員30人以内，任期２年（再任可）（臨時の委員を置くことができる）

第１０期の任期は２０２１年２月１４日まで
（２）４つの分科会を設置。（必要に応じて部会を設置）




